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西原中学校

今年で 4回目になる 1学年総合学習による「地域を学ぼ
う」9 名の講師に来て頂きました。様々な事業主のお話
を聞いた生徒はきっと大人になった時「あの時話してた
事はこの事だぁ～」って思い出してくれるといいなぁ…
真剣にノートをとっていました。質問コーナーもどんど
ん手があがってにぎやか！　みんな、はたらく大人に興
味しんしんです。お忙しいなか、足を運んでいただいて
ありがとうございました！

池田食品有限会社　瑞慶覧 宏至（ずけらん・ひろ
し）さん。福岡で念願かなって自分のお店を持っ
てすぐに、実家のとうふ店を継いでいたお兄さん
が不慮の事故で亡くなりって、一念発起、地元で
豆富屋を継ぐことに人生をかけると決めました。
お豆富売りの笛もふいてもらいました。沖縄では
ベルを鳴らしていたけど、サザエさんやちびまる
子ちゃんで、みんな「とーふー♪」のメロディを
知ってるよね。移動販売でみんなのところにおい
しいおとうふを届けています。

スーパーにはお
なじみのドリン
クがずらり！

うんたま市場で
も売っていま
す！

みやざわ動物病院　宮澤 信（みやざわ・まこと）
さん TNR の活動を応援している猫を愛する、動物
を愛する動物病院のお医者さん。TNR は、野良猫
の繁殖を抑制し、猫の数を減らすために、捕獲
（Trap）、不妊手術（Neuter）、元の場所への戻し
（Return）を行う活動です。大事なのは「猫の気持
ちがわかること」猫を大切に思う人にやってもらい
たい。一番大変だったのは「風邪のダチョウ」の診察。
かっぱみたいな顔で、大きくて、強くて長い足のダ
チョウに注射するのはいのちがけだったそうです。

さわふじガーデン　比嘉 博仁（ひが・
ひろと ) さん。いろんな野菜や花。自
分で作るし、作りたい人を応援もしま
す。お米を育てて、それをつかった綱
引きの縄を作ります。西原町の農業を
とりまく環境から、過去、現代、未来、
と映像や写真も見せながらお話してく
れました。農業、かっこいい、農業、
おもしろそう！

パティスリークプル　玉那覇 勝
（たまなは・かつ）さん　ケーキ
づくりの実演にみんなくぎづけ！
すごい！　上手！　おいしそう！
大好きなケーキ、「ケーキを食べ
たい！」から「食べる人を喜ばせ
たい！に変化しました。喜ばせた
いから、いろんなケーキを考えま
す。ケーキを食べるのはたいてい
お祝いのとき。たくさんの人のお
祝いの瞬間に自分のケーキがある
と思うと最高の気持ちです！

沖縄森永乳業株式会社　眞榮城 宏美（ま
えしろ・ひろみ）さん。このころは車が右
側を走ってたよー、復帰前からある本社は
那覇市の繁多川。それから広い西原町に
引っ越しました。おなじみのヨーゴ、レモ
ンティー、カフェ、一番売れているのは牛
乳です。おいしくたのしく元気になって
ね！最後にオリジナルノートのプレゼ
ントでみんな大喜び！「来年はヨーゴ
持ってくるよー」「やったー！」「来年
はまた次の一年生だ」「ええええ！」

印象とコミュニケーションの専門家　 あらか
き咲美（さとみ）さん「楽しそう、幸せそうな
大人を見たらそういう人になりたい、って思う
よね。そういう大人を見つけよう」「みんなも
“きっかけ” を見逃さないで。そして、見つけ
たら言葉にしていこう。将来自分がなりたいも
のになろうとしたときに必ず役にたちます
よ！」将来を見つめるための
アドバイスをみんな、なる
ほどなるほど、と聞いて
いました！

「こういう大人いいなあっ
ていうのある？」「バック
ダンサーの人を見て、人を
応援して励ます仕事がステ
キだなあと思いました」意
見を聞いて先生も笑顔に！


